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１．試 験 目 的  防除効果及び薬害の検討　
２．試 験 方 法　　試験地場所  
対 象 病 害 虫 発 生 状 況  　　　発生
耕種概要 (品種･施肥･一般管理・露地栽培か施設栽培（ビニルハウス・雨除け・トンネルなど）の区別、土壌条件・試験期間中の防除薬剤を記載)
品種：　　　　播種日：　　　　移植日： 　　　　出穂日：	Comment by 留意点: ・育苗期試験では削除
栽植距離：条間　cm×株間　cm　　播種量：　　g/箱　　　使用苗箱数：　　箱/10a　　　　育苗培土：　　　　　土性：　	Comment by 留意点: ・茎葉処理剤では削除
試験期間中の防除薬剤：
施肥
区制・面積・試験区の構成         1区    ㎡ (　m×　m) 　3連制
                      または    1区　　 ㎡（　m×　m）　  ＿連制   ＿地点調査	Comment by 留意点: 区内に複数調査地点を設けた場合は記載
試験区の構成
　　
圃場配置図を記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）




処理年月日,量,方法,処理時の作物ステージおよび処理前後の降雨影響
（処理年月日） 　年　月　日　
（処理時の作物のステージ）
（処理方法）  例）播種時覆土前処理 ： 50g/箱の割合で播種前の床土上に均一に手散布した。	Comment by 留意点: 育苗箱処理試験の場合
・処理方法、処理量（/箱）の記載が必要。
・灌注など、処理方法により機器を使用した場合は使用した機器の記載が必要（じょうろなど）

例）バッテリー式動力噴霧器(丸山製作所：MSB-1500Li)に水稲用手散布ブームスプレーヤーノズル(５頭口、ノズル間隔30cm)を装着し散布した。(噴霧圧力：0．2MPa、ﾉｽﾞﾙ1個あたりの吐出量：0.17L/分、歩行速度：0.4m/秒)	Comment by 留意点: 少量散布試験の場合
・使用したノズル、ノズルピッチの間隔、噴霧圧力、吐出量、歩行速度の記載が必要

例）供試薬剤は移植時に専用の乗用田植機(ヤンマー社製YR-8D)に設置されたアタッチメント(同社製側条施薬CP8-100072)により側条処理を行った。	Comment by 留意点: 側条処理・土中施用試験の場合
・使用した機材(メーカー・型番)、実処理量の10a換算値を記載
(実処理量)   A箱粒剤：1068g/10a、B箱粒剤：1112g/10a 

(止水期間)　　　　　　　(処理時の水深)	Comment by 留意点: 湛水散布試験の場合
・止水期間、処理時の水深の記載が必要
・他処理の試験で不要の場合は削除
　　　　　　　　　
（処理前後の降雨影響）　

　試験期間中の気象条件
網かけによる記載は印刷時に黒塗りでつぶれてしまうため、使用しないで下さい
成績書は白黒印刷となることからカラーは使用しないで下さい
平均気温、降水量の表またはグラフを記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）





　観測地点：	Comment by 留意点: ・例の内容に準じて観測地点を記載
例１：アメダス龍ケ崎
例２：試験場内常設観測機器



調査月日・方法(月日、詳細な方法、指数等を用いた場合は指数分類・式、薬害の判断方法・時期を記載)	Comment by 留意点: 調査月日・調査方法について
・薬効と薬害の調査日が異なる場合はそれぞれ記載。
・調査月日と方法の項目を分けずにまとめても可。
・薬害は、いつ、どの部位について観察したかわかるように記述する。グレードは適宜定めてよい。
（調査月日）　薬効：　月　日(移植　　日後)
薬害：　月　日(移植　　日後)
（調査方法） 薬効：、
　　　　　　　　　　　　薬害：
－：薬害を認めない　＋：軽微な薬害症状を認める　＋＋：中程度の薬害症状を認める　＋＋＋：重度の薬害症状を認める
　　　　　　　　　
その他　(特記する事項があれば記載。接種または放虫した場合は、採集場所・時期、詳細な方法を記載)


３．試 験 成 績

４．考察
　　　　判定に用いた（重視した）調査日（移植○日後等）、試験に影響した条件（気象条件）等などを記載

　　　　　　　　
整理No.)  薬剤名　　 処理濃度・量　処理方法　　　　　　判定記号
　　 　　本処理は、対照処理と比較して○○○、無処理と比較して○○○。実用性は○○○。	Comment by 留意点: 判定記号と齟齬がないように文章を入力
　　　　　薬害は○○○。

例：
１)  Aフロアブル　　 1000倍散布　　BAA-
　　 　　本処理は、対照処理と比較してほぼ同等の効果を示し、無処理と比較して効果は高かった。実用性は高いと考えられる。
薬害は認められなかった。

	



